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　筆者は、2018年度より中央大学においてモンゴルの観光産業の発展の可能性をゼミ生

と共に研究している。ゼミ員は、法、経、商、文の各学部生からなり、2020年度はさらに他

学部からの参加も見込んでいる。このゼミでは、前期にモンゴルの歴史、文化、政治、経済

といった幅広い分野の基礎を学び、また、モンゴルを含めアジア各国の観光関係のリサー

チを行いアジア諸国の観光に関する一定の知識を得た上で、9月にモンゴルで10日前後の

現地調査を行い、後期には右を踏まえた上で報告書にまとめる作業を行っている。

　観光産業は、内陸国モンゴルが外貨を稼ぎ、貧困を削減する上でも、また財政上も、一定

の貢献ができる分野であると考え、その発展の可能性を追求している。本稿では、筆者自

身がモンゴル観光の発展にこだわる理由やゼミの学生たちが肌で感じた率直な意見などを

紹介し、モンゴルの観光開発の現状と課題、そして将来の発展の可能性を考えてみたい。

1．モンゴルにおける観光産業の現状

（1）日本人訪問者数の推移

　モンゴル観光については、特に日本からの観光客の拡大に関し、これまでもモンゴルと

の関係発展を願う多くの方々が様々な意見を表明してきた。しかし、文章で発表されたも

のは少なく研究分野としては未開拓である。本誌「日本とモンゴル」の第120号（2010年3

月）でわずかに平井貴幸氏が「モンゴル観光業の課題―MIATの航空運賃をめぐって」と題

して航空運賃が日本人観光客の拡大の足かせになっている点を指摘しているぐらいであ

る。残念ながら平井氏の執筆から10年を経てもなお、状況は改善されていない。その結果、

人口1億3千万人近い日本からモンゴルを訪問する人の数よりも、人口320万人余のモンゴ

ルから日本を訪問する人が2014年以降上回っている状況にある。日本とモンゴルの往来数

の推移は、それぞれの国の観光産業に対する理解度や実施される政策を如実に反映する結

果になっている。日本は、2003年からVisit Japanキャンペーンを開始し、観光庁も設置し

て外国人訪問者の誘致に努力した結果、2003年に521万人であった外国人入国者数が、昨

年2019年には3188万人を超えている。政策の力によってインバウンドの観光客を大幅に

拡大させた成功事例と言える。
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　ここ数年の両国間の人の往来を入管統計から見てみると以下のとおりである。

　統計からは、対2014年比で、2018年は、日本人のモンゴル入国者数は、14.8％の増加に

対して、モンゴルから日本は、60％の増加と、増加率では4倍を記録している。注目すべき

は、韓国からモンゴルへの訪問者数は、対2014年比で2019年には126.5％増と5年間で倍増

していることである。韓国人入国者数は、2018年度でみると日本人の4倍に達している。

日本人入国者が2018年には前年度比減少するという事態はショッキングな数値であるが、

右はMIATの予約システムの変更に日本の旅行代理店が十分対応できずツアー客の集客が

困難であったことと、それに起因する航空運賃の割高感の問題があったことが要因と考え

られる。韓国については、モンゴル航空だけでなく、大韓航空のフライトがあることが訪

問者数の拡大につながっている。韓国は、大韓航空に加えてアシアナ航空が2019年7月9

日から週3便ウランバートルに乗り入れを開始したことが、同年の韓国からの旅行者の拡

大に寄与していると考えられる。

（2）モンゴルを訪れる外国人の推移

　モンゴル政府も観光には表向きには力を入れてきたので、少しずつであるが外国人入国

者数は増加している。

この5年間の推移をみると以下のとおりである。

（モンゴル国家統計局発行2020年1月17日発表資料から）

年　度 外国人入国者数
2019 636,920

2018 598,367
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ここ数年の両国間の人の往来を入管統計から見てみると以下のとおりである。 

年年度度 日日本本⇒⇒モモンンゴゴルル モモンンゴゴルル⇒⇒日日本本 韓韓国国⇒⇒モモンンゴゴルル 

2019 25,100  未発表 103,000 

2018 20,990 29,401 86,013 

2017 22,519 24,989 76,673 

2016 19,985 22,958 59,514 

2015 19,277 21,367 48,979 

2014 18,282 18,369 45,476 

 

統計からは、対 2014 年比で、2018 年は、日本人のモンゴル入国者数は、14.8％の増加に

対して、モンゴルから日本は、60％の増加と、増加率では 4 倍を記録している。注目すべ

きは、韓国からモンゴルへの訪問者数は、対 2014 年比で 2019 年には 126.5％増と５年間で

倍増していることである。韓国人入国者数は、2018 年度でみると日本人の 4 倍に達してい

る。日本人入国者が 2018 年には前年度比減少するという事態はショッキングな数値である

が、右は MIAT の予約システムの変更に日本の旅行代理店が十分対応できずツアー客の集客

が困難であったことと、それに起因する航空運賃の割高感の問題があったことが要因と考

えられる。韓国については、モンゴル航空だけでなく、大韓航空のフライトがあることが

訪問者数の拡大につながっている。韓国は、大韓航空に加えてアシアナ航空が 2019 年 7 月

9 日から週 3便ウランバートルに乗り入れを開始したことが、同年の韓国からの旅行者の拡

大に寄与していると考えられる。 

 

（（２２））モモンンゴゴルルをを訪訪れれるる外外国国人人のの推推移移  

 モンゴル政府も観光には表向きには力を入れてきたので、少しずつであるが外国人入国

者数は増加している。 

この 5 年間の推移をみると以下のとおりである。 

（モンゴル国家統計局発行 2020 年 1 月 17 日発表資料から） 

年 度  外国人入国者数 

2019  636,920 

2018  598,367 



2017 542,667

2016 471,227

2015 386,204

2014 392,844

国別外国人入国者数の上位国（モンゴル国家統計局発行2020年1月17日発表資料から）
年　度 国別順位と概数（単位は万人）
2019 中国（20.8）、ロシア（14.6）、韓国（10.3）、日本（2.51）、米国（1.99）
2018 中国（21.6）、ロシア（13.3）、韓国（8.6）、日本（2.1）、米国（1.88）
2017 中国（20.19）、ロシア（11.0）、韓国（7.66）、日本（2.3）、米国（1.76）
2016 中国（18.58）、ロシア（8.76）、韓国（5.95）、日本（2.0）、米国（1.67）
2015 中国（14.5）、ロシア（7）、韓国（4.7）、日本（1.7）カザフスタン（1.43）

2014
中国（15.7）、ロシア（7.3）、韓国（4.5）、日本（1.8）、米国（1.4）、
カザフスタン（1.35）、ドイツ（0.95）、仏（0.77）

　上記表からわかる通り、モンゴルを訪れる外国人の数は着実に増加している。中国が全

体の30％程度を占めていること、ロシアとの査証緩和によってロシア人の増加が目立つ

こと、韓国が毎年着実に伸びていること、日本については2018年にいったん低下したもの

の、2019年にはこれまでで最高の2.5万人が訪問したことがわかる。しかし、しいて言えば、

かつてモンゴルの民主化と市場経済化を支援した日本と米国の伸びが、中国、ロシア、韓

国に比較して極めて小さいというのが特徴である。なお、国家統計局の2020年暫定版統計

によれば、2019年度の外国人入国者数は前年度比38,500人増、6.4％の増加で、89.4％が

30日以内の短期滞在である。57.7万、又は全体の90.6％が観光目的で前年比4.79万人、又

は9.1％の増加だそうである。ベトナムからの入国者が前年比50.7％、香港からが38.1％そ

れぞれ増加しており、モンゴル観光が徐々に東南アジア諸国に広がりつつある。逆にオー

ストラリアからは6.4％減少したのは、鉱山関係のビジネスが低調になっていることを物

語るものと推測される。男女別では、男性が64.1％、女性が35.9％を占めた。また、全体の

61.2％が東アジア・太平洋地域からであった。

（3）日本・モンゴル関係の現状と経済関係

　日本とモンゴルとの関係は、90年以降の民主化と市場経済化支援としてODAを中心に

発展した。しかし、今日モンゴルの一人当たりGDPは4000ドルを超え、OECDのDAC基

準で無償資金協力の原則対象外の国となった。日本の経済協力は円借款の供与を中心に行

われる時代になったもののモンゴルに対して大型の借款を供与するには課題が山積してい
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る。2016年に発効した経済連携協定（EPA）を、貿易相手国としては100番にも入らない国

であるモンゴルと締結したのは、我が国の友好国であり、かつ資源大国で将来性があると

考えたこともあるが、ODAが先細る中で両国の関係を今後民間ベースで発展させるには

そのための仕組みが必要と考えてのことであった。が、EPAは日本の輸出拡大には寄与し

ているが、残念ながらモンゴル側からの輸出拡大につながっておらず、対日貿易赤字幅は

拡大の一途である。

外務省作成資料（左表）によれば、

日本の対モンゴル輸出が急増し

ている。2017年比の対モンゴル

輸出は2018年には170億円増で率

で言えば42.8％の増加になってい

る。

この状態の継続は、ODAの無償

協力からの卒業とあいまって、モ

ンゴルの日本離れ、ひいては関係の希薄化現象を生じさせるおそれがある。もちろん、モ

ンゴルには日本が買いたい地下資源は多々ある。銅精鉱、金、原料炭、モリブデンなどで

あるが、鉱山から鉄道までのインフラが未整備であることや中国が実質的に大量の資源の

第三国への輸出を認めていない現状が足かせとなっている。2014年にモンゴルを公式訪

問した習近平国家主席は、モンゴル側に対して、中国に入ってくる資源の3割の第三国へ

の輸出を認め、港湾の使用や鉄道輸送運賃に便宜を図る旨約束したとされるが今日に至る

まで全くの進展がない。200トン規模の大型トラックで資源を中国国境まで運んでいる現

状に鑑み、早期に中国鉄道と連結する資源鉄道を完成させる必要がある。日本の資源購入

はその意味で早期に実現できる見通しはない。そのような中で、主に航空機を介して行わ

れる日本人のモンゴル旅行の拡大は、モンゴルへの日本の大きな貢献となる可能性を秘め

ている。日本人の海外旅行に消費する金額は航空運賃もいれると25万円程度だとされてい

る。単純すぎる計算であるが、日・モンゴル間の航空機はMIAT独占であることを考えると、

日本側企業に各種手数料等で5万円支払ったとして、一人当たり20万円をモンゴルに（で）

支出・消費した場合には、今の倍の日本人、すなわち5万人がモンゴルに行くとすると単純

計算で100億円となり、10万人となると200億円の勘定となる。しかも、観光産業は、宿泊、

飲食、お土産、サービスとすそ野が広く貧困削減にも一定の効果がある。以上の理由で、モ

ンゴルにおける観光業の発展、日本からの訪問者の拡大はモンゴル経済にとっても大きな

意義がある。

　モンゴルは徐々に観光産業の意義を理解し始め、観光客も増大していく中での今回の新
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時代になったもののモンゴルに対して大型の借款を供与するには課題が山積している。

2016 年に発効した経済連携協定（EPA）を、貿易相手国としては 100 番にも入らない国であ

るモンゴルと締結したのは、我が国の友好国であり、かつ資源大国で将来性があると考え

たこともあるが、ODA が先細る中で両国の関係を今後民間ベースで発展させるにはそのため

の仕組みが必要と考えてのことであった。が、EPA は日本の輸出拡大には寄与しているが、

残念ながらモンゴル側からの輸出拡大につながっておらず、対日貿易赤字幅は拡大の一途

である。 

外務省作成資料（左表）によれば、

日本の対モンゴル輸出が急増し

ている。2017 年比の対モンゴル輸

出は 2018 年には 170 億円増で率

で言えば 42.8％の増加になって

いる。 

この状態の継続は、ODA の無償協

力からの卒業とあいまって、モン

ゴルの日本離れ、ひいては関係の希薄化現象を生じさせるおそれがある。もちろん、モン

ゴルには日本が買いたい地下資源は多々ある。銅精鉱、金、原料炭、モリブデンなどであ

るが、鉱山から鉄道までのインフラが未整備であることや中国が実質的に大量の資源の第

三国への輸出を認めていない現状が足かせとなっている。2014 年にモンゴルを公式訪問し

た習近平国家主席は、モンゴル側に対して、中国に入ってくる資源の 3 割の第三国への輸

出を認め、港湾の使用や鉄道輸送運賃に便宜を図る旨約束したとされるが今日に至るまで

全くの進展がない。200 トン規模の大型トラックで資源を中国国境まで運んでいる現状に鑑

み、早期に中国鉄道と連結する資源鉄道を完成させる必要がある。日本の資源購入はその

意味で早期に実現できる見通しはない。そのような中で、主に航空機を介して行われる日

本人のモンゴル旅行の拡大は、モンゴルへの日本の大きな貢献となる可能性を秘めている。

日本人の海外旅行に消費する金額は航空運賃もいれると 25 万円程度だとされている。単純

すぎる計算であるが、日・モンゴル間の航空機は MIAT 独占であることを考えると、日本側

企業に各種手数料等で 5 万円支払ったとして、一人当たり 20 万円をモンゴルに（で）支出・

消費した場合には、今の倍の日本人、すなわち 5 万人がモンゴルに行くとすると単純計算

で 100 億円となり、10 万人となると 200 億円の勘定となる。しかも、観光産業は、宿泊、

飲食、お土産、サービスとすそ野が広く貧困削減にも一定の効果がある。以上の理由で、

モンゴルにおける観光業の発展、日本からの訪問者の拡大はモンゴル経済にとっても大き

な意義がある。 



型コロナウィルス事件は、感染事例が発生していないモンゴルでも（3月9日現在）、観光

業に与えるダメージは極めて大きい。中国との定期便の長期運航停止に加え、韓国や日本

からのフライトの長期運航停止措置等により2020年度の中国、韓国、日本からの観光客の

激減が予想される。もっとも、モンゴルの観光シーズンは6月から8月に集中しているので、

早期にコロナウィルス問題が解決できればダメージは軽症化できる可能性は若干は残され

ている。

2．モンゴル観光産業発展の課題と展望

（1） 政策面の課題

　モンゴルでも観光産業の経済的な意義については理解が進展しつつある。外国人誘致の

基本であるMICE（Meeting, Incentive,Conference,Event）にも力が入れられている。資源関係

の国際フォーラム、ASEM等の政府が関与する大型イベントなど積極的にMICEが実施さ

れてきた。また、旅行の世界博覧会へのモンゴル政府・企業の出店も続けられている。昨

年11月に大阪で開催された世界旅行Exspoにも官民あげて参加した。しかし、観光業への

モンゴル政府への支援は限定的である。日本は2003年からVisit Japan キャンペーンを展開

し、521万人強だった外国人インバウンド者数を2019年には3188万にまで増加させた。ま

た、同キャンペーンには何百億という予算が投入されたが、2019年の外国人による国内消

費額は約4兆円と推測されるなど大きな成果をあげた。日本と比べるのは無理があるが、

観光を担当する自然環境観光省によれば観光振興のための予算は日本円で3000万円程度

であった。これは、いくつかの国際会議に出席して資料を用意すれば消費してしまう金額

である。しかし、最も重要なのは予算よりも政策である。モンゴルは自分で考え、自分のお

金を使って何かをやろうという意識が低い。特に観光面では、本当にモンゴルを売り込み

たいのか、本当に外国人観光客を増やしたいのか、増やしたいとして誰をターゲットに何

をすればいいのか、モンゴルの何を売り込んでいくのか、だれが売り込んでいくのか、外

国人の関心は何か、何を体験してもらいたいのか、何を見てもらいたいのかといった観光

戦略というものが見当たらない。基本的に他力本願的であることや、歴代のモンゴル政府

や国会議員の観光への関心も高くない。観光が自然環境と同じ省で所管されるのであれば、

自然環境と観光の両立を図る観点から、観光産業と自然保護の視点などからもっと議論さ

れてもいいと思う。モンゴルにおける観光産業の意義、自然の保護や文化財の保護と観光

への活用、特定観光施設の充実（例えば、博物館の修復や展示レイアウトの改善、多言語化

など）、観光地へのアクセス改善やインフラ整備、観光サービス関連企業の能力向上、お土

産の充実、対外広報の強化など多くの観点から施策が必要である。このような基本戦略は

むしろ日本など外国側がたたき台を提供した方が迅速に進むと思われるのでJICAの技術
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協力などで実施できたらよいと思われる。

　ゼミ員の調査でも、訪問前はモンゴルのイメージが草原、相撲、チンギスハンに限られ

ていたが、実際に足を踏み入れると多くの観光素材とモンゴルの魅力があることを実感し

ている。雄大な自然、遊牧文化、モンゴル人のホスピタリティなど日本では味わえない非

日常性がモンゴルにはある。他方で、現在のモンゴルで外国人観光客が、何を、どこで、楽

しめるかという基本情報が少なすぎる点も指摘している。私のように、40年以上もモンゴ

ルを眺めてきた人間からすると現在個々の旅行代理店の努力でそれなりの観光地の紹介

がHPでなされるようになり、以前とくらべると大きな進歩を感じるが、普通の日本人から

すると現状はまだまだ納得できる水準でないということだろう。個々の旅行代理店では限

界があるモンゴルの魅力発信という重要な広報事業は政府が予算を使って行うべきだと思

う。モンゴルでは選挙のたびに政権が変わり、大臣が変わると前のことを無視して新しい

ことをはじめるため、政策の一貫性がなく一向に進歩していかない。政策の一貫性と継続

性はモンゴル発展のために最も必要とされる重要な点であると思う。

（2） 観光産業の現場の状況

　モンゴルに行った日本人の満足度はHISモンゴル社の調査では意外に高いということで

あった。一つには日本の旅行代理店を通じる旅行の場合には、通訳の手配と観光ガイドの

斡旋、車の手配などサービス面で充実しており、個人旅行で感じる不便さをあまり感じな

いということがあろう。また、モンゴル人はホスピタリティにおいては極めて優れており

接した人々から得た好印象がモンゴル旅行の良いイメージとして記憶に残るからだと思わ

れる。しかし、実際には多くの不満も耳にする。逆に言えば、それらの不満点を改善するこ

とにより、モンゴルという国の観光デスティネーションとしての魅力は一層高まり、日本

からの訪問者数を拡大することに寄与すると思われる。とりあえず以下の問題が痛感され

る。

（ア） MIATの高い航空運賃

　モンゴル航空の航空運賃については上述の平井論文で指摘されているが、ゼミ生の最新

調査でも他のキャリアーより大幅に高いことが確認された。MITの成田―ウランバートル

間のエコノミークラスの往復航空券は冬場で6万円から7万円、夏場で10万から13万円で

あり、旅行代理店を通じると更に20％から30％高くなり、ハワイ線、ベトナム線、タイ線

などの観光地と比較して価格競争力が低い。

　更に、MIATの日本路線価格は、同社のフランクフルト線などとくらべても割高になっ

ている。つまり、日本人から高い料金をとり、ヨーロッパからくる人には安く設定している。

MIATは国営航空であるために一定の政策判断があることはやむをえないものの日本人と
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しては納得しがたいものである。MIATは、高運賃への批判に対して、2020年度3月以降

運賃の引き下げを発表しているので具体的に適用されることを期待したい。

　日本が円借款で建設した新国際空港が2020年の7月ごろには開港する予定である。この

　空港の特徴は風向きを考慮して両方向からの離着陸が可能となることで天気に左右され

にくいことから定刻による離発着の可能性が高まること、受け入れ規模が200万人まで拡

大すること、ゲート数が増加すること等である。新空港の運営は日本とモンゴルの合弁会

社であるNew Ulaanbaatar International Airport（NUBIA）が行い、51％を日本企業4社（三菱

商事、成田国際空港、日本空港ビルディング、JALUX）が保有する。そのため、新国際空港

は積極的に日本からの観光客の誘致にも取り組んでいくことが期待されている。そして本

年に入り、2月付けでJALとMIATの共同シェア便の実施が発表され3月1日から開始にな

ると発表された。通常日本の航空会社は両国間の往来が10万人に達した場合に真剣に直行

便を検討すると言われている。現状ではその半分であるが、航空協定上の飛行枠をMIAT

が完全に使い切っている現状では、これ以上の乗客の増加は困難である。コードシェアか

ら始まり徐々にJALの関心が高まり、まずは、夏の定期チャーター便の飛行から始まり、

日本からのフライトが増えていくことによって、日本人観光客の拡大につながっていくこ

とを期待している。

（イ） 観光客には不親切なサービス

　外国人が観光で訪れる場所は、ホテル（地方のゲルキャンプを含む）、博物館や美術館、

レストランやお土産を売るお店などであるが、そのそれぞれに現状では多くの課題がある。

　ⅰ．宿泊関係

　ホテルは、冬場でも1泊200ドル以上もするシャングリラから、1泊10ドルで泊まれ

る学生対象の格安ホステルまであり、旅行のニーズや目的に応じた選択が可能になっ

たのは最近の特徴である。予約もネットで簡単にできるシステムがあり、ホテル探し

で苦労することはなくなった。ただ、一流ホテルを含めて朝食の質は低く、日本の電

子機器が使用できないコンセントの形状だったり、位置だったりと問題がある。イン

ターネットへのアクセスについてはウランバートル市内であればほぼ問題はなくなっ

ておりホテルのWFを利用できるようになった。問題は、郊外や地方のゲルキャンプ

である。テレルジや著名な南ゴビのバヤンザグなどのゲルには、内部に洋式のトイレ

と温水シャワー室が設置されたものが出てきており、ひと昔と比べると大きな進歩を

遂げている。特に風呂好きの日本人には有難い。他方で、これらの最新式のゲルにつ

いては、価格設定も高く、150ドルから350ドルまでの幅がある。日本人一般に普及さ

せるには100ドル程度までの値引きが必要であろう。他方で、高級ゲルキャンプは、世

界の富裕層の関心を引いており、経営戦略として高級ゲルというのは決して悪くはな
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いと思われる。

　旧式のゲルについては、トイレやシャワーの問題が依然としてあるが、学生たちが

体験した中では、ネズミが徘徊して夜眠れなかったりとか、お湯のサービスや鏡がな

いなどの基本的な問題を抱えているところも多く、価格はそれでも1泊50ドルから70

ドルと高めに設定されていること、また、モンゴル人料金と外国人料金が併存するな

ど外国人旅行客にとっては愉快でないことが多々あるのが実情である。

　ⅱ．博物館・売店等での外国語表示

　実際にモンゴルを旅行した経験者なら、お土産を買うにも、博物館や美術館で歴史

や文化を学びたいと思ってもモンゴル語しか表示されていない場合や、売っている物

の値段が不明で買いたくても、内容がわからない、価格の交渉も難しいという場合が

ある。価格が不明というのは外国人の購入者、特に、交渉での物の売り買いに慣れて

いない日本人観光客の購買意欲を削ぐことは間違いない。

　ⅲ．交通手段の問題

　モンゴルでは日本のようなタクシー会社はほとんど皆無に等しい。市内には無数の

白タクが走り、バス網も張り巡らされているが、外国人で利用するには言語の問題か

ら利用するには勇気が必要である。安心安全なタクシー会社の情報や料金についての

情報が得られるシステムが必要である。バスについては、路線図や料金表、乗り方な

どを外国語でより広くネット等で紹介すれば、外国人も利用できるようになる。

3．学生の視点から見たモンゴル観光の問題点

　モンゴル観光研究ゼミの学生は、筆者のように長年モンゴルを研究したり、特に強い関

心や興味があって参加しているわけではない。したがって、彼らが見て、感じたモンゴル

こそが、えこひいきのない客観的な日本人のモンゴル評価とも言え、モンゴルの観光発展

には貴重な意見となる。学生の問題点の指摘は、インフラ、サービスの質、情報発信の問題

と多岐にわたるが、主要なコメントだけピックアップしてみたい。

（1） 観光推進政策の問題

・ 2017年の観光競争力ランキングでモンゴルは136か国中102位。モンゴル国としての観

光推進策が見えてこない。中国内モンゴルでは最高のランキングである5A級観光地は5

か所指定されているが、その評価は歴史的意義、トイレや安全設備、サービス等を総合

的に評価して決まるので、そういった観光地は観光客からの信頼も厚い。内モンゴルで

は、中華人民共和国経済と社会発展第12回5か年計画によって、内モンゴル産の商品ブ

ランドの強化やショッピングモールの建設等を行い、販売力強化に努めた結果、2015年
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には内モンゴル来訪者の消費額の23％が内モンゴル商品の購入額を占めるようになっ

ている。（経済学部2年榎本麗恵）

・ シンガポール、中国などの観光産業が発展している国では、政府が国をあげて、民間を

も巻き込んでいる。モンゴル政府は、自国の自然や、歴史、リソースに目を目を向け、観

光産業として打ち出していくために、多額の国家予算を組んだり、交通機関の整備や地

方のインフラ整備に向けさらに力を発揮すべきである。（商学部2年板井美樹）

・ シンガポールでは、1964年にシンガポール観光局を設立、2006年にはMICE誘致の優遇

制度であるBusiness Events in Singaporeも導入した結果2013年には世界の国際会議の1割

がシンガポールで開催されたといわれる。Uniquely Singaporeという観光促進キャンペー

ンも実施したほか、医療ツーリズムに力を入れるなど官民一体となって努力した結果年

間1000万人を超える観光大国となった。この意味でモンゴル政府も観光分野において積

極的に取り組む必要がある。（3年丹野愛弓）

（2）航空運賃の問題

・ HISのツアーで2019年2月にタイに2泊3日で行ったが、航空券（エアーアジア）＋五つ

星ホテル2泊で56,000円。2020年2月にフランス旅行をするがエアーフランスの往復航

空賃は84,500円。昨年9月のモンゴル航空（MIAT）航空運賃は、72,500円と割高に感じる。

（商学部2年鍋村和眞）

（3）観光インフラの問題

・ ウランバートルから南ゴビに行く約800キロの途中にトイレがほとんどなく、利用でき

たトイレは、悪臭、大量のハエでトラウマになった。地方出身で耐性がある自分にも想

像を超えた。宿泊したゲルキャンプ場では、ネズミが夜徘徊し寝れなかった。公衆トイ

レの増加と改善、加えて宿泊施設の質の改善は絶対に必要。（鍋村）

・ 宿泊した多くのホテルは想像以上にきれいで驚いたが、快適に過ごせたかというとそう

でもない。コンセントの位置が不便だったり、お湯が出ず水シャワーだったり、水も濁っ

ていて清潔ではなかった。こういったところの改善がないとリピーターの獲得は困難で

はないか。ネズミの侵入防止措置やコンセントの位置をパソコンやスマホに接続しやす

いところにすることは簡単にできること。（商学部2年町田優輝）

・ 2年継続してモンゴル滞在中停電があったが、観光客にとっては不安要素となる。（文学

部3年西尾久瑠実）

（4）言語表記の問題

・ 世界共通語の英語表記ですらあまり見かけない。特に南ゴビの博物館はもちろんのこと、

ウランバートル市内の恐竜博物館でさえ展示物の表記はほとんどがモンゴル語表記。来

館者の意見にも英語表記を希望する意見が寄せられていたが対応できていない。（鍋村）

『日本とモンゴル』第54巻第1号・第2号合併号（139号・140号合併号）

－ 10 －



・ チベット仏教寺院であるガンダン寺には興味深い展示物がたくさんあったが説明カード

に英語表記があったり、なかったり。（榎本）

・ レストランや公衆トイレでも英語表記のあるところは圧倒的に少なく外国人観光客には

とても不便である。（板井）

・ モンゴル人の間で評判がいいということで、コスメティックの商品を買いたいと思った

が、店に行ってみるとモンゴル表記しかなく、どの商品が何なのか分からなかった。（西

尾）

（5） 種類と価格設定の問題

・ 日常品や宿泊以外でお金を使うキャッシュポイントが他の国と比較すると圧倒的に少な

い。特にお土産の分野が顕著で、お土産の種類や質を高め、観光客にもっとお金を使わ

せる努力が必要。（板井）

・ 恐竜博物館のお土産店では商品に値段表記がなく、いちいち店員に価格を聞く必要が

あった。客によって価格を変えているように感じられ観光客にとって印象が悪い。（榎本）

（6）情報の不足

・ モンゴル訪問の結果を友人に報告すると興味をもってくれるが、日常的にはモンゴルに

関する情報が少なすぎる。したがって、最初から旅行先として考えられていない。モン

ゴルの魅力やおみやげ情報など発信力を強化すべきである。（鍋村）

・ モンゴルの観光地や食べ物、お土産などの情報がネットで検索しても少ないと感じる。

情報不足はモンゴル訪問への関心を惹起しにくい。訪れてもモンゴルを十分に満喫でき

ない。この点でモンゴルを訪問した日本人の若者の発信も極めて重要。（町田）

（7）移動手段の問題

　ウランバートルの渋滞は半端ではない上に、市民が利用するバスは外国人は情報不足

で利用できない。外国人が安心して利用できる交通手段についての情報が不足している。

また、観光地までの交通手段が車の雇上げしかないが、どこで誰に依頼するのが信頼が

おけるのか情報が不足している。すべてはコネクションで商業的な水準に達していない。

（町田）

（8）羊肉の臭みの問題

　人によって差はあろうが、自分は羊肉のにおいに耐えられなかった。臭み抜きをして

いないと思われる。ショウガやニンニクなどで臭みを消すとか工夫が必要。（町田）

（9）遠隔地の通信事情

　限られた通信会社のネットワークしか使えず、日本で借りたWi-Fiでは電波がなく使

えない。モンゴルの会社のものですらネットや通信ができない場合が多々あった。何か

あった際の危機管理のためにも通信事情の改善は極めて重要。（榎本）
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4．学生から見たモンゴルの魅力について

　上記3．においては、モンゴルを訪問した若者の率直な印象を記述した。厳しい意見が述

べられているが、他方で、彼らはモンゴルのすばらしさや魅力についても同時に指摘して

いる。下記に記述する若者視点からのモンゴルの魅力を生かしつつ、上記3．で指摘された

モンゴルの課題の解決に地道に取り組むことで、観光産業は間違いなくモンゴル経済を支

える重要な産業になりえると考えられる。

（1） モンゴルの自然やゲル体験

・ 砂漠の砂はさらさらで裸足で歩くととても心地よかった。タイではゾウに乗ったがモン

ゴルでは皆でラクダで散歩したのは貴重な体験であった。アンドリュースが恐竜の卵を

発見したバヤンザクの景色は壮大で一度見たら二度と忘れられないだろう。ウランバー

トルから車で二時間も南に走ると360度見渡す限り草原であり、そこに家畜が放し飼い

になっている景色はモンゴルでしか味わえない。中学生のころ教科書で見たゲル宿泊体

験ができたのは嬉しかった。伝統的な馬の彫刻がなされたものもあった。朝方は冷え込

んだがフェルト製のゲルの中は比較的暖かく耐寒性にすぐれた住居であることを実感で

きた。大自然の中でゲルに宿泊し、満点の星空を眺めるという経験は日本人には魅力が

あると思う。（鍋村）

・ 大草原や砂漠等の大自然に触れることができ、さらに、ゲルや乗馬、ラクダ乗りなど非

日常的な体験ができた。魅力的な観光地は間違いなく存在する。（板井）

・ 遊牧民に連れられて移動する羊たち、水浴びをする馬やヤクなど他の国ではなかなか見

られない光景に感動する外国人観光客は多いはず。また、バヤンザクや近くのモルツォ

グ砂丘など冒険心の高い外国人観光客には受けるに違いない。日本人は観光に日常から

の解放を求めているというジャランの調査結果がでている。モンゴルの大自然はそれに

答えられるべきものがある。（西尾）

（2） 真のモンゴル文化の存在

・ 漢民族が人口の79％を占める内モンゴルの観光用のモンゴル族文化やモンゴル族風の

ものに比べモンゴルでは本当のモンゴル族、モンゴル文化に触れあうことができる。内

モンゴルの過剰な土地利用は深刻な砂漠化をもたらし、内モンゴルの使用可能な草原面

積は1960年の82万平方㎞から1999年には38万平方kmまで減少している。モンゴルでも

自然破壊に警鐘が鳴らされているが程度が違い、まだ使用可能な草原が沢山残されてい

る。内モンゴルとモンゴルは隣接し相似点が多いことから競争が働きやすいが、モンゴ

ルの比較優位性を生かし、内モンゴルとの差別化を図ることが重要である。（榎本）
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（3） 食事の魅力

・ モンゴルではモンゴル料理はもちろんのこと、韓国料理、中華料理、日本料理、ロシア料

理、ウクライナ料理、フランス料理、インド料理と様々な国の料理を身近に食すること

ができる。モンゴルの店で売られているものにはロシアやヨーロッパからの輸入品も多

いのは以外であった。世界各国の食事や食べ物等の商品を楽しめるのはモンゴルの魅力。

もちろん、チャツァルガンのドリンク等モンゴル商品にもおいしいものがあり、これを

飲んで温まることができた。（鍋村、榎本）

・ 羊肉のにおいに悩まされたものの、モンゴルには多くのエスニック料理店やピザハット、

バーガーキング、ケンタッキーフライドチキンなどのファーストフード店のおかげで多

くの選択肢があり食事にはそれほど苦労することはなかった。味も日本と大差なくおい

しかった。（鍋村）

・ 遊牧民のゲル訪問では、伝統的なおもてなしを受けた。馬乳酒や自家製の菓子、乗馬体

験だけでなく、ヤギのホルホグ料理をいただいた。生きているヤギの命をいただくとい

う体験は日本では味わえないもので、これらを通して遊牧民の暮らしや大変さを理解す

る貴重な経験であった。モンゴルの自然を語る際には遊牧民の存在は必要不可欠だと思

う。（丹野）

（4） 恐竜の宝庫モンゴル

　モンゴルが恐竜の化石の宝庫であるという事実はあまり知られていない。恐竜博物館

は小さいながらたくさんの恐竜の化石を見ることができた。モンゴル中の恐竜の化石を

きちんとした形で展示できる大恐竜博物館をつくれば外国人観光客の関心を呼ぶと思

う。（丹野）

（5） ユニークなイベントの企画

　モンゴルは歴史、文化、自然においてほかの国にはない特徴をもっている。MICEの

積極的実施が観光客の増加にもつながる。例えば、日本人によって始められた草原マラ

ソンに参加したが優勝者に馬一頭とか、外国人優勝者に羊一頭とかユニークなポイント

があったり、実施スタッフが日本語がわかる人がたくさんいるなど参加しやすかった。

ゲルをつかった国際会議などこれから様々な可能性があると思われた。（西尾）

5．お土産についての調査結果

　ゼミ生がモンゴルで出会った日本人32人からの聞き取り調査では、お土産に1万円も

使っていない人が大半で最も多く使った人でも5万円という結果がでた。9月という観光

シーズン外に訪問している人たちであり、純粋の観光客ではないが、観光産業の重要な要

素の一つであるお土産消費額が少ないことは残念である。学生たちが現場で感じた印象を
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まとめれば以下の通りである。

（1） お土産に関する日本語の情報がほとんどなく、どこで、何を買えばよいかたがわから

ない。しかし、国立大学の学生やハンガイ大学の学生とお店を回るとモンゴルにも魅

力的なお土産があると確信した。Gobi社のカシミヤ製品はもちろんのこと、Goo ブ

ランドの100％オーガニックのスキンケア商品（35種類もある）は、パッケージもきれ

いで価格もお手ごろだった。フェルト製の動物の人形などは色合いが微妙に違い選ぶ

のが楽しかった。（榎本）

（2） スーパーマーケットには、モンゴルの商品は少ないが、逆に日本では珍しいロシア産

など外国商品がたくさんあり、これらを購入できる魅力はある。（鍋村、榎本）

（3） カシミア製品、モンゴル産チョコレート、岩塩、オイルを使ったオーガニック化粧品

などが首都ウランバートルのノミンデパート、シャングリラモール、Kマートなどで

販売されている。内モンゴルでは観光客が降り立つ空港、鉄道の駅、インターネット

などで特産品の宣伝がされており参考にすべきだと思う。（榎本）

（4）  モンゴル自体の情報不足、ましてお土産情報はさらに限られており、ネットで検索し

てもヒットしない現状がある。そもそも、モンゴルの観光地や食べ物、お土産の情報

など魅力の発信がないとモンゴルに行きたいと触発されない。（町田）

　（中央大学特任教授）
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